
トライボロジー概論の概要 

↓ 

摩擦・摩耗・潤滑に 
関する学問の総称 

トライボロジーとは？ 
↓ 

基礎的な理論，具体例 

を実験を交えて解説する 
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トライボロジーの定義 
正式な定義は、 
 「相対運動をしながら（このような）相互作 
   用をしあう表面、あるいはそれに関連す 
   る実際の問題を対象とする科学と技術」 
                      （１９６６） 
 語源は、ギリシャ語の“トリボス（擦る）” 

            ＋ 
         Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ ＝Tribology 
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トライボロジー = Science of Rubbing 

① 摩擦(friction) 
② 摩耗(wear) 
③ 潤滑(lubrication) 

→
 

トライボロジーは，学問的に考えると難しい 
かもしれないが，応用例は日常生活と結び 
ついている．その起源をたどると， 
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滑り軸受の起源 

紀元前2400年 
古代エジプト 
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これまでの授業における滑り軸受の起源 
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転がり軸受の起源 
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ローマ時代の玉軸受 

串団子 

現在でもピン付ころ 
軸受として実用され 
ている 
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ルネサンスになって・・・転がり軸受の原型スケッチ 
                （レオナルド・ダ・ビンチ） 
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トライボロジー 
に関する歴史 
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トライボロジーの位置づけ 

トライボロジーに関連する学術領域と対象 10 



研究分野は，広範囲 
 

 ① スケールで考えると， 
   ナノメータ（ナノトライボロジー）から 
   地球規模（ジオトライボロジー）まで  
 ② 対象で考えると， 
   金属，セラミックス，プラスチックス， 
   ゴム，紙から 
   生体（バイオトライボロジー）まで 

↓ 

“共通基盤技術”と位置づけられる  
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人工関節    バクテリア 
(世界最小の軸受） 

バイオトライボロジーの例 
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トライボロジーの制御対象 
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トライボロジーと機械工学 

機械には，動く部分が必ずある 
↓ 

トライボロジーに関する問題が多い 
  (クレームのほとんどを占める) 

① 摩擦面材料の選択 
② 摩擦面形状の設計 
③ 潤滑法の選択 

機械設計者 
 の仕事 

→ 
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トライボシステム 

単純化すると，構成要素は４つしかない 

しかし，現象は非常に複雑（多岐） 
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トライボロジーの貢献分野 

省資源・省エネルギー 
（グリーントライボロジー） 

↓ 

お金に換算すると・・・・・ 

トライボロジーの社会的意義 
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トライボロジーの経済効果（1986） 17 



 トライボロジーと関連が深い事項   

力学，計測，化学を知っておく必要がある 
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トライボロジーの原理 

① 潤滑形態による分類［(a)～(d)］ 
② 相対運動形態による分類［ (a)～(d)，(e)，(f)］ 
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滑り摩擦の分類 

軸受特性数（油膜厚さ）と摩擦係数の関係 

ストライベック線図 摩耗 

20 



トライボロジーの学問的性質 

部分的な理論は確立されているが、 
多くが “定性的” である 

 

(1) 現場が多岐に渡り、“ケース バイ ケース” 
  であることが多い  

(2) 現場における試験結果の再現性が得に 
  くい（環境に大きく依存する） 

↓ 
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